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本誌前ザ（「法政史学」六七号・一一○○七年二一川刊）に掲載
し
た
拙
稿
「
ベ
ル
リ
ン
・
叶
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
人
名録（Ｃｈ一一一四七三）をめぐって」について、校了後、実
測側や釈文等に若干訂正すべき点が見出され、またその後
の
大
英
Ｍ
諜
飢
で
の
古
文
書
洲
査
（
前
ザ
拙
楠
で
触
れ
た
科
学
研
究
費
による調査。二○○七年三川実施）にて、前号拙稿で紹介し
た麻孔塔格（二§『‐『凹腎）出土文書「唐掲陵捺等残文書」
（○円・缶］昌麗三・ｓ・Ｃｓ『）や巴拉瓦斯特（三四富の〔①）出土文書
「唐抵伽誘拱支納□抄」（○［・の巴四三四三曽・三ｓ）について
も実見の機会を得、またさらに、吉川豊「コータン出上８
１９世紀のコータン語仙俗文書に関する覚え書き」（「神戸
市外国語大学研究叢書」犯、神戸市外国語大学外国学研究所、二
○○六年、一一一両貝）で指摘されていた漢文とのバイリンガ
〈訂正と追補〉
前
号
拙
稿
「
ベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コータン人梧録（Ｃｈ一一一四七一一）をめぐって」補訂
ザ拙稿「ベルリン・吐魯番コレクション巾のコータン人躬録（Ｃｈ一一一四七一一一）をめぐって」補訂（小川）
小
口
雅
史
ルの関係文書○【・］囚＄。①①』四‐□（Ｌ川田氏が依拠している豊田
。Ｃの目録では確かにそう記載されているが、断簡群を挟むガラ
スヶースには○【・］国宝。、ｓ‐□とあり、現実にその番、万で出納でき
るので、以下、○【・后缶已、①四‐□と衣記する）をも実見できたの
で、それらの成果をあわせてこの場をかりて紹介したい。
競初に前号に掲載した実測図であるが、トレース時に割
註
一
カ
所
を
獺
ら
し
て
い
た
。
Ｂ
断
簡
の
二
行
Ⅱ
（
「
而
索
…
…
の
行」）の殿下部である。前号拙稿図１および図３に加筆す
る
必
要
が
あ
る
が
、
三
川
頁
に
、
復
原
さ
れ
た
吝
註
漢
籍
面
を
例
に訂正版を掲載しておく。また前号拙稿で触れたように、
コータン人名録面には朱点がある。今後の研究の便をは
か
る
た
め
に
、
具
体
的
に
そ
れ
を
示
し
た
実
測
図
を
あ
ら
た
に
二
五
貝に掲救しておくのであわせて参照されたい。
次に淵該文書の釈読について、若干の誤植があるので訂
正されたい。
二一一口ｔ段後ろから一一一行Ⅱ其川↓其川
三一一頁下段八行Ⅱ
Ｍ
右
二
五
貝
上
段
後
ろ
か
ら
四
行
目
許
↓
訂
二
五
頁
下
段
一
行
、
婆
↓
娑
ま
た
？
を
付
け
た
文
字
で
、
読
み
切
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
浩
干
あ
る
の
で
、
コ
ー
タ
ン
人
狢
録
面
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
以
￣
￣
一
一
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下
に
釈
文
を
掲
載
す
る
。
□董廿、ⅡⅡ
者
許
郷
實
慶
、
Ⅱ
七
□
□
Ⅱ
Ⅱ
胡
盧
野
郷
耶
憲
弄
村
擢
邊
兄
刑
九
末
錐
廿
五
□
村
□
□
川
五
□
□
道
□
冊
一
□末娑廿九［ⅡⅡＵ□蔵村［ＨⅡⅡ
朱
点
は
一
行
目
の
「
廿
」
の
横
に
か
な
り
太
く
目
立
つ
も
の
が
あ
り
、
ま
た
四
行
目
の
「
弄
」
の
横
に
ご
く
小
さ
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
大
英
図
書
館
で
の
実
見
に
よ
っ
て
、
麻
孔
塔
格
（
三
画
目
‐
『“吾）出土文書「唐鶏陵捺等残文書」（○『・缶］国へ己四三・『・
○己『）の釈文（「斯担因ｌ第三次中亜考古所獲漢文文献（非佛經
部分）」①による）の内、前芳二五頁下段六行Ⅱの囮につ
いては、囿とすべきものと思われる。これによって「唐
掲
陵
捺
等
残
文
書
」
と
本
文
書
と
は
、
よ
り
親
近
性
を
増
す
こ
と
に
なる。次に、本稿冒頭で触れた○円．］四＄。詔・四‐□について論及
し
て
お
き
た
い
。
写
真
は
ま
だ
国
際
敦
煙
項
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
の
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
二
六
頁
以
降
に
表
裏
面
と
も
掲
載
し
ておく。
吉
田
豊
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
す
法
政
史
学
第
六
十
八
号
でに勺・○・の互開。Ｃの目録二・冒冨の、言冒冒の暮冴『ご言（ミー
菖困へ邸へ墨田己菖冒尋の助ミ言ト＆ミミミｇごｓ奇忌日冒冨ミヘミニ
ミ厨＆宣言言の貢ご菌》Ｐ・己・員国口（一ｍ■回す国二四つ己の一四一
頁において、□巨日三口○］含尻目ご》□・囚⑦⑤（①＄）の、口の〔・｛
三・昊白のごとして紹介されている。
こ
こ
で
は
コ
ー
タ
ン
語
部
分
に
つ
い
て
の
み
釈
読
さ
れ
て
い
る
の
で
漢
字
部
分
に
つ
い
て
は
別
途
釈
読
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
例
に
よ
っ
て
難
読
で
あ
り
、
正
確
な
釈
文
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。
た
だ
一
番
大
き
い
ａ
断
簡
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
□
村
戸
伊
□
本
Ⅲ
一
男
分
□
模
娑
五
十
四
戸
蕃
作
冊
二
□
杷
五
十
□
こ
の
文
書
に
も
数
字
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
朱
に
よ
る
書
込
（
？
）
な
い
し
朱
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
臣
合
い
と
同
じ
く
年
齢
照
合
の
よ
う
な
作
業
が
な
さ
れ
る
べ
き
文
書
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
■○・の亙門ｇｏによるコータン語の釈読とつきあわせてみ
る
と
、
漢
字
部
分
は
コ
ー
タ
ン
語
を
音
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
注
目
す
べ
き
は
数
字
に
つ
い
て
で
、
一
行
目
に
対
応
す
る
コ
ー
タ
ン
語
は
色
四
、
二
行
目
に
対
応
す
る
コ
ー
タ
ン
語
は
ｍ
Ｃ
ｍ
と
色
凹
で
あ
る
と
い
う
（
三
行
目
は
コ
ー
タ
ン
語
部
分
一
八
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〔付記〕
前、万掲城拙稿について種々ご教示いただいた七ｍ川幾氏、辻正博
氏
、
ま
た
人
英
川
井
館
で
の
文
件
閲
覧
及
び
が
真
人
下
に
極
々
御
配
慮
い
た
だいた甸・三○＆女史に対して未焔ながら厚く謝意を表します。
な
お
前
サ
拙
稿
註
（
４
）
そ
の
他
で
触
れ
た
、
法
政
大
学
Ｎ
際
Ⅱ
本
学
研
究
所
で
公
開
し
て
い
る
「
在
ベ
ル
リ
ン
吐
魯
番
出
土
漢
文
肚
俗
文
普
デ
ジ
タ
ルカタログ宮日吉〔の己」・声・の①一・四・三・巴＆号の【一三も大幅に構造を
改
訂
し
た
。
そ
の
卵
川
は
、
註
（
４
）
に
記
し
た
Ｎ
際
敦
煙
項
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
漢
文
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｃ
ｈ
ナ
ン
バ
ー
の
も
の
）
の
が欠落。祠○・の亘閉。○の釈読小には弱という数字を持つ断簡があ
る
よ
う
な
の
で
、
あ
る
い
は
他
の
断
簡
の
な
か
に
ａ
断
簡
と
接
続
す
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
弩
、
で
は
な
い
の
で
関
わ
ら
な
い
可
能
桃の〃が高いか）。すなわちおおむね漢字の力が数字が一つ
小
さ
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
理
川
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
成
案
を
持
た
な
い
。
コ
ー
タ
ン
語
や
コ
ー
タ
ン
史
の
専
門
家
の
見
解
を
待
ち
た
い
。
以
上
、
取
り
急
ぎ
前
号
拙
稿
を
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
文
書
を
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
筆
者
は
コ
ー
タ
ン
語
に
つ
い
て
に
つ
い
て
は
全
く
の
専
門
外
で
あ
る
。
関
係
識
者
の
ご
教
示
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
前号拙稿「ベルリン・吐魯番コレクション中のコータン人名録（Ｃｈ三四七一一一）をめぐって」補訂（小、）
デ
ジ
タ
ル
写
真
が
ほ
ぼ
す
べ
て
公
開
に
到
っ
た
か
ら
で
、
右
記
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
そ
の
向
像
へ
の
リ
ン
ク
を
張
る
形
で
再
構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
阿
像
を
保
護
す
る
必
要
が
無
く
な
り
、
ゲ
ス
ト
ア
カ
ウ
ン
ト
で
右
記
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
画
像
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
の
で
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
過
程
に
つ
い
て
は
、
近
刊
の
「
漢
字
文
献
情
報
処
卵
研
究
」
八
号
（
二
○
○
七
年
十
Ⅱ
）
誌
上
拙
稿
で
詳
論
す
る
予
定
で
あ
る
。
一
九
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